
 チベ ッ トに於 けるナーガーノレジュナ

の六つの 「理論 の集 ま り」 につい て

 ツ ル テ ィ ム ・ ケ サ ン

 I

 周 知 の よ う に, ゲ ル ク 派 の 伝 統 で は, ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ の 六 つ の 「理 論 の 集 ま

り(rigs tshogs)」, 即 ち 理 論 に よ っ て 空 性 を 論 証iし て い る 六 つ の 書, は 次 の ご と

く で あ る。

 (1) rTsa ses(Mulamadhyamakakarika, 『根 本 中論 』, Pek. No.5224).

 (2) sTon nid bdun cu pa(Sunyatasaptati, 『空 七 十 論 』, Pek. No. 5227).

 (3) rTsod bzlog(Vigrahavyavartani, 『廻p論 』, Pek. N0.5228).

 (4) Rigs pa drug cu pa (Yuktisastikd, 『六 十頗 如 理論 』, Pek. No.5225).

 (5) Shib mo rnam hthag(Vaidalyasutra, 『広 破論 』, Pek. No.5226).

 (6) Rin chen phreri ba(Ratnavali, 『宝 行 王 正 論』, Pek. No.5658).

こ の 六 論 の 考 え 方 に 対 し て は チ ッ トに 於 い て 異 論 が 見 られ る。 そ こ で こ の 小 論

で は, こ の 問 題 に 対 し て チ ベ ッ 筆 で 如 何 に 議 論 が な さ れ て き た か を 簡 単 に 紹 介 し

た い。

 II

 ま ず, プ ト ン(Bu ston rin po che, 1290-1364)は 彼 のChos hbyunの 中 で1), 「理

に よ っ て 説 い た 理 論 の 集 ま り」 と述 べ る だ け で, そ の テ キ ス ト名 や 数 は 明 確 に し

て い な い。

 次 に, プ ト ン の 弟 子 で, レ ン ダ ワ(Red mdah ba)の 師 で も あ る サ キ ャ 派 の ニ

ャ オ ン 謡 ク ン ガ パ ル(Na dbon Kun dgah dpal)は 『現 観 荘 厳 論 』 に 対 す る 彼 の 注

釈 の 中 で2)

 ナ ー ガ ー ル ジ ュナ は 「中 の理 論 の集 ま り(dbu ma rigs tshogs)」 をお 造 り に な った。

即 ちrTsa sesとsTon nid bdun cu paとRigs pa drug cu pa とShib mo rnam hthagと

 rTsod bzlogとTha snad grub pa (*Vyavaharasiddhi)で あ る。
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と述 べて, 六 つ の論書 を列挙 してい る。 この うち, 最後 の論書 は梵 ・蔵 ・漢いず

れの もの も現存 してい ないが, シ ャーンタラクシタのdBu ma rgyan gyi hgrel

pa(Madhyamakalamkarvrtti,『 中観荘厳論自註』)の 中に 部引用 されているこ と は

既 に指摘 され てい る3)。 この ことに 関 して, ダ ル マ リンチ ェン(rGyal tshab Dar

ma rin chen, 1364-1432)も, Rin chen phren baに 対 す る彼の注釈の中 で4), 「Tha

snad grub paはdBu ma rgyan gyi ngrel paに 於 いて一部の偶が引用 され るだ

けでそれ以外 はチベ ッ トでは完全 には訳 され てい ない」 と述べ てい る。 カマ ラシ

ー ラがdBu ma rgyan gy dkah hgrel(Madhymakalamkarapanika, 『中観荘厳論細

疏』)で 上記 の箇所 を注釈す る際5), rha snad grub paの テ キス ト名を上 げて そ

れが ナーガールジ ュナの著作 であることを明言 してい ることか ら考えて, 確 かに, 

この テキス トが存在 し, しか もそれがナーガール ジュナの著作 で あることは疑 い

得 ない であろ う。事実 その ことに関 して はチベ ットで は異論は出ていない。 しか

しそれ をナーガールジュナの 「理論の集 ま り」に加え ることには異 論が出て くる

の である。

 ゲ ルク派の祖 師 であるツォンカバ(Tson kha pa, 1357-1419)が, 教 説 を吟 味 す

ることが完全 でな か った時 に書 い た 『現観荘厳 論』の 注 釈Legs brad gser h-

phrenの 中 で6), 彼 は, 

 ナーガール ジュナの 「理論 の集 ま り」は, dBu mahi rtsa ba(Mulamadhyamakaka-

 rika), それの第一章 「縁の観察」から発展 したrTsod pa bzlog pa, 第七章 「生 ・住 ・滅

 の観察」から発展 したsTon nid bdun cu pa, 内教 を特別に否定するRigs pa drug cupa, 

 〔自性を〕証明する論理の十六句義を否定するShib mo rnam hthag, との五つである。

 これに対して, あ る者はTha snad grub pa或 はRin then phren ba或 はGa las hjigs

 med(*Akutobhaya)を 加 えて 「理論の集ま り」は六つの数に決定 していると主張している。

と述べ てい る。 しかし, 教 説 を吟味す ることが完全にな ってか ら書 かれた 『根 本

中論』 に対す る大註 に於いては7), 

 理 論によって説かれたものは, rTsa ba ses rab, sTon nid bdun cu pa, rTsod zlog, digs

 pa drug cu pa, Shib mo rnam hthag, Rin chen phrerc baで あ る。〔その〕六つに於いて

 は 〔空性が〕多 くの理論によって決択されている。

と述べてい る。 この ことか らツ ォンカバは初期 に於 いては, ナ ーガールジ ュナの

「理論 の集 ま り」 を六 つと確定す ることにそれ程 こだわ っていなか った よ うに 思

われ る。 ただ当時既に六つ とい う数 が一般 的な ようであ り, 六 つ 目に何 を入れ る

か を巡 って様 々な議論があ った ことが伺 われ る。 そ して 後年 にな って 彼 はRin
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then phren baを 加 え る説 を採用 して 「理論の集 ま り」 を六つ と確定す るの で あ

る。 これ 以後 に書 かれ たゲルク派 の文献 は どれ もこれ に従 っている。

 III

 ツ ォ ンカバはRin chen phren ba を加 える説 を採用す る場合, 他 の二説 の不合

理性 に関 して何等言及 してい な い が, ゲ ドゥン プ(dGe hdun grub, ダ ラィラ

マー世, 1391-1474)はSi to rnam rgyal Brags pahi dris lanの 中 で8), 

 ナーガールジュナは理論によって決択 して六っの 「理論の集 ま り」をお造 りになっ

 た。「中の理論の集ま り」という意味は, 『般若経』に説かれるごときの断と常の二辺を

 離れた 「中」或は空性を理論によって詳しく決択 しているテキストに対して 「理論の集

 ま り」と言われる。その場合, Rin then phren baを 「中の理論の集ま り」に数えること

 は合理である。なぜならそ 〔のテキス ト〕は, 輪 廻の根本が我執であると説いて, 我執

 を断じるために我執の対象である人を無我であると, 理論によって詳しく決択している

 か らである。Tha snad grub paは 「中の理論の集まり」に数えるのは正し くない。な

 ぜ ならそ 〔のテキスト〕は空性を理論によって詳しく決択しているのではな く, 自性と

 して無ければロバの角のごとく世間言説の確立は正 しくないとい う論難に対して, 自性

 として無なるものに縁起は合理であるから世間言説の確立は全 く正しいことが証明され

 ると, 説いているからである。Tha snad grub paと い う名称自身によっても空性を詳し

 く説いていないことは判る。又, Ga Zas hjigs medが 〔ナーガールジュナの〕自註であ

 ること9)とTha snad grub pa を 「中の理論の集まり」に数えることはアーチャールヤ

 チ ャンドラキールティの考え方ではない。Tshig gsal gyi mjug(Prasannapada)の 中

 に, 丁物Do sde kun Zas btus(Sutrasamuccaya))『 大乗宝要義論』)と ……(中 略)……

 又, rTsod pa rnam par zlog paと それら(2)注釈をも見て……(後 略〉……」 というよ

 うに, 深遠な経典とアーチャールヤ(ナ ーガールジュナ)に よって造 られた真如を説

 いた論書(『 根本中論』)と それの密意を注釈したこういった論書を見 るこどに.よって

 Tshig gsalを 書いたと言われるが,「Ga las hjigs medとTha snad grub paを 見て」と

 は言われていないからである。

な どと述べてい る。 この よ うに ゲ ドゥン トゥプはッ ォンカバの説を補 強 し, ゲ ル

ク派の説 は確立す るので ある。

 これ に対 して, サ キ ャ派の ゴラムパ(Go rams pa, 1429-1489)は, ニ ャオ ン ク

ンガーパル に従 って, Nes don rab gsalの 中 で10), 次 の ようにゲルク派 の説 を批

判 してい る。

 「理論の集ま り」,「讃頗の集まり(bstod tshogs)」,「話の集ま り(gtam tshogs)」 の
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三 つ の 中, 最 初 の事 に対 して は善 知 識 マチ ャパ(rMa bya ba)の 考 え方 に よ る の で あ

る。 主 要 な 身 体 の ご と きrTsa ba ses rabとRigs pa drug cu paの 二 つ の論 書, 〔そ れ か

ら〕 発 展 した 手 足 の ご と き論 書, 即 ちrTsa ba ses rabの 「縁 の 観 察 」 か ら 発 展 し た

rTsod Pa bzlog pa,「 行 の 観察 」 か ら発 展 したsTon nid bdun cu pa, 諸 事 物 の 自性 が 無、

け れ ば 自性 を量 に よ って 証 明 す る こ と と矛 盾 す る とい う論 難 の 答 え と し て の、Shib mo

rnam hthag, 自性 が 無 けれ ば ロバ の 角 な ど の ご と く世 間 言 説 の確 立 は正 し くない と い う

論 難 の答 え と して のTha snad grub paの 四 つ1と の 六 っ で あ る か ら, Tin chen phren

baとの 六 つ とす るの は 正 し くな い。 そ れ ば 「話 の 集 ま り」 で あ るか らで あ る。
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9) ア ヴ ァ ロー キ タ ヴ ラタ は 『般 若 灯 論 広 註 』(Toh. No. 3859, 5b3-4)の 中 でGa las

 hjigs medが ナ ー ガ ー ル ジ ュナ の 自註 で あ る と述 べ てい る。 しか し ツ ォ ンカ バ はDran

 abes(1ha sa ed.49b4-5)の 中 で,次 の 二 つ の 理 由 を 上 げ てそ れ が ナ ー ガ ール ジ ナ の

 自註 で あ る こ と を否 定 し て い る。

 (1) Ga las hig medの 第27章 に 『四 百 論 』 が 引用 さ れ て い る。

 (2)ブ ッダパ ー リタ とバ ヴ ァ ヴ ィ ヴェ ー カ とチ ャ ン ドラキ ー ル テ ィが この テ キ ス トに

  全 く言 及 しな い。

10) Nes don rab gsal, Toyo Bunko,1969, tsa, 7a3-5.

(大 谷 大 学 講 師)
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